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 汐見台小学校は、令和4年7月に茅ヶ崎市の小学校で初めて「学校運営協議会」を設置し、「コミュニティ・ス

クール」としての歩みを始めました。 

 学校運営協議会とは、保護者や地域の皆様、教職員がともに知恵を出し合い、協働しながら子どもたちの豊かな

成長を支えていくための合議体です。現在は1４名の委員で構成され、地域全体で学校運営の改善や子どもたちの

健全育成に始めました。 

 今年度は、5月15日（金）に第1回の学校運営協議会を開催し、活動がスタートしま

した。夏休みには委員の皆様と教職員との懇談会を行い、

より充実した学校づくりに向けてさらに連携を深めていき

ます。 

 学校運営協議会では、これまで「教育・学力・学習支

援」「防犯・防災・安全」「環境・福祉・地域」の3つの部会に分かれて活動を行っ

てきました。現在はそれぞれの部会から提案のあった次の3つの活動を委員全員で、

一丸となって進めています。 

①こえかけリボン 

 子どもたちがトラブルや危険に遭遇したとしても、安心して頼れる大人の輪を広げる

活動です。子どもたちが命名したキャラクター「かえるん」入りの名札や自転車プレー

トを地域に増やし、見守りの目を広げていきます。 

    ②「寺子屋」「寺子屋キッチン」 

 夏休みや春休みに、子どもたちの学びと居場所づくりを行う「寺子屋」を

開催します。また、「エンジョイ常盤町」の老人会の皆様に温かいランチを

作っていただく「寺子屋キッチン」もオープン！楽しく食事をしながら世代

間交流を深めます。 

③授業のお手伝い（学習サポーター） 

 田植え・稲刈り作業をはじめ、家庭科や図工の授業など、子ど

もたちの学びを地域で支援していきます。 

 6/16（火）には5年生が田植えを行いました。農家の島﨑さんや１３名の学習サポーターの皆様にご協力をいた

だき、泥に触れながら無事に苗を植え終えることができました。 

 学校運営協議会は、特別な誰かだけのものではありません。保護者の皆様、地域の皆様一人ひとりの「ちょっと

したお手伝い」や「温かいお声がけ」が、学校をよりよくする大きな力になります。ぜひ、できることから一緒に

一歩を踏み出してみませんか。子どもたちの笑顔あふれる毎日は、学校だけでなく、皆様の温かい眼差しと支えが

あってこそ成り立ちます。汐見台小学校がさらに素晴らしい「地域とともにある学校」となるよう、今後ともご理

解とご協力をよろしくお願いいたします。 

★土曜参観・講演会へのご参加ありがとうございました。 

 6月13日の土曜参観には、多くの保護者・地域の皆様にお越しいただきました。あわせて、助産師

の髙野しのぶ先生に子どもたちへ『いのち』の授業を行っていただき、「いのちと性のはなし」教育講

演会へは、約８０名の皆様にご参加をいただきました。命の尊さや性への理解を深める 、スペシャル

な一日となりました。大切なこの学びを、 来年度も子どもたちに伝えていきたいと思います。 


